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自己紹介 
• 気象情報学：データ
ベースとネットの活用
による、地球環境情報
の収集・解析・配信。 

• デジタル台風：台風情
報を対象とした、世界
最大規模のアーカイブ。 

• Crisis response：い
くつかの災害時に特設
ページで情報提供。 

デジタル台風：http://goo.gl/XAe7V 

台風前線：http://goo.gl/cNEva 



風向きマップ 
気象庁のGPV
データを
Google Maps
にマッピング。 

観測値ではな
く予測値であ
る点に注意。 

http://goo.gl/gzPmR  
http://goo.gl/uqv5Y  



多数の利用者 

• ツイート 約25万 
• PV 約105万 
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1. リツイートによる情報拡散。 
2. 南関東にとって悪い気象条件。 
3. もんじゅ落下装置引き上げ。 
4. 東京で放射線量率急上昇？ 
5. 福島第一再臨界疑惑。 
6. 福島セシウム降下量急増、4

号機燃料プール崩壊懸念。 
7. 温度計故障で再臨界疑惑。 
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全国原子力施設周辺の気象情報 
http://goo.gl/phWK8 

「次」の
時は即時
対応でき
るはず。 



放射性物質拡散状況の解析 
http://goo.gl/s1EZg 



エレクトリカル・ジャパン 
http://goo.gl/HwLVC 

電力供給：全国3041箇所の発電
所の名称・出力・運開日を整理。 
電力消費：夜間衛星画像「地球の
夜景」で地表の明るさを可視化。 



東日本大震災ニュース分析 
http://goo.gl/okeUn 

• 震災直後からヤフーニュ
ース約20万件をアーカイ
ブして自然言語処理。 

• GeoNLPを用いて地名を
自動抽出、マッピング。 

• 初期に多少の収集漏れあ
り（特に原発関連）。 



その他の活動 
311まるごと
アーカイブス
に参加 
震災報道（特
にテレビ）の
メディア分析 

数学セミナー, Vol. 50, No. 12, 
pp. 18-23, 2011年11月  

福島のこどもた
ちを対象とした
アカデミック・
キャンプに協力 



個人的な活動の総括 
• 地震直後から事態の進展を見つつ、デー
タを選別・整理・解釈してアーカイブ。 

• 網羅性＝資料性を重視。単なるデータ置
き場でなく、検索・可視化も重視。 

• これだけの多分野横断アーカイブをリア
ルタイムに構築するのは未知の経験。 

• 即時対応には事前準備が不可欠。緊急時
に研究者はどんな役割を果たすべきか？ 



組織的な活動へ 
• 個人で可能なこと
には限界がある。 

• トップダウン：学
会専門家グループ 

• ボトムアップ：ボ
ランティア協力者
グループ 

• 分野横断的に知恵
を結集する組織。 
 

 



数十年以上継続する仕組み 
• 福島第一原発事故
に関しては、今後
数十年以上のモニ
タリングが必要。 

• 地震・津波の経験
を将来世代（千年
後？）に継承。 

• 一個人では無理！ 

In the early 1960s, the National Science 
Foundation stopped supporting his 
research, calling the outcome "routine". 
Despite this lack of interest, the 
Foundation used Keeling's research in its 
warning in 1963 of a greenhouse effect. 
(from Wikipedia, March 22, 2012) 



アーカイブ主体の多様性 
• 東北地方の大学 
• 日本の大学 
• 海外の大学 
• 地方自治体 
• 図書館等公共施設 
• 学会 
• 企業 
• NPO 
• 市民（団体） 
• 関心も能力も異なる。 
• 長期的に継続できるか？ 

 
 
 

 



循環と永続性 
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技術的課題 
• 国際標準を取り入れたメタデータ記述。 
• 相互運用性を考慮したAPIの公開。 
• 特定ベンダーにロックインしないシステ
ムの構築（≒オープンソース）。 

• 検索・可視化のための技術開発。 
• 創造のためのプラットフォーム作り。 
• 多言語化（一部は自動翻訳？）によるデ
ータの共有（日本の国際的な責任）。 
 



その他の課題 
• データをオープンにする。研究者が独占
するのではなく、被災地にも還元を。 

• 日本のどこで災害が起こっても大丈夫な
よう、システムを地理的に分散する。 

• チラシ、パンフレット、仕様書など、散
逸しやすい資料も忘れずにアーカイブ。 

• 長期安定的運営は公的支援だけで可能？
ソーシャルビジネス的なアプローチ？ 
 



東日本大震災アーカイブまとめ 
• 個人的な活動＝きめの細かいデータの収
集と、個人的な興味の追求。 

• 組織的な活動＝社会的な要請への対応と
持続可能な仕組み作り。 

• 「固有の分野」をもたず自然発生的に生
まれたアーカイブをどう維持するか？ 

• 「次」に備えるためのアーカイブへ。 
http://agora.ex.nii.ac.jp/earthquake/201103-eastjapan/ 
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